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徳島大学病院　治験貢献賞授与式
平成 25 年度

平成 26年 4月7日に病院長室にて治験貢献賞授与式が行われ、
安井病院長より表彰状が授与されました。

責任医師・分担医師の先生方には治験実施の推進に
ご尽力いただき、有り難うございました。

後列左より　楊河先生、藤田先生、金山先生、橋本先生、湯浅技師
前列左より　和泉先生、安井病院長、林先生
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林　勇樹先生 眼科
第 2位

私は筋萎縮性側索硬化症、
パーキンソン病 、脊髄小脳
変性症といった神経難病や
アルツハイマー病などの認
知症疾患が専門です。これ
らは以前には原因もわから
ない病気に分類されていま
した。

現在は原因が段々わかるようになり iPS 細胞な
ど最新の技術で治療法も開発されつつありま
す。技術の進歩した現代だからこそ新しい治療
法の開発には患者様のご協力が大切です。徳
島大学で実施しています。治験にも積極的に
参加していただくことをお願い申し上げます。
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和泉 唯信先生 神経内科
第 1位

藤田 浩司先生 神経内科 橋本 一郎先生 形成外科
特別賞第 3位

金山 博臣先生 泌尿器科
第 3位

思いがけず賞を賜
り、ありがとうご
ざいます。患者・
家族の皆様、スタッ
フの皆様に感謝い
たします。アルツ
ハイマー型認知症
などに関するいく

つかの治験を担当いたしました。通
常の外来とは別の時間帯に（なので
意外にゆったりと）外来棟 2 階の治
験外来で、認知機能評価を含めて診
察したことを思い返します。  治験が
完了して患者さんが通常の外来に
戻っても、治験期間中のやりとりは割
と（私自身の）記憶に残っているよう
に感じます。

この度は、治験貢
献賞を頂きありが
とうございました。
私達の行っている
治験は、原発性リ
ンパ浮腫という薬
剤による治療方法
がない疾患である

為、全国的にも注目度が高く、患者
の皆様の期待も非常に高い薬剤で
す。第 1/2 相試験ということで検査
プロトコールの決定も難しく、現在も
多くの検査を行いながら臨床試験を
進めております。本試験がリンパ浮
腫の薬剤治
療に貢献で
きることを 
心より期待し
ております。

治験貢献賞をいた
だくことになりまし
たが、師長はじめ
外来のスタッフ、
CRC はじめ臨床試
験管理センターの
皆さん、そして患
者の皆さんのおか

げです。看護師はじめ職員の皆さん
には多忙な業務の中、ご協力に深謝
申し上げます。大学病院の使命には
新薬開発への貢献があります。そし
て、治験への参加は病気に苦しむ患
者さんにとって希望の光になります。
泌尿器科ではこれからも治験に積極
的に取り組みますので、ご協力何卒
よろしくお願い申し上げます。

この度は治験貢献賞を頂き
まして 誠にありがとうござ
います。本治験薬は、 網膜
色素変性において網膜感度
の改善が期待される点眼治
療薬です。参加して頂いた
患者さんに感謝するととも
に、今後も眼科医として少

しでも患者さんが喜びを得られるよう努力を続
けたいと思います。治験の実施にあたって、
CRC の天羽さん、視能訓練士の方々にも大変
お世話になりました。
ご協力頂きました多くの皆様に心より御礼申し
上げます。

　平成 26 年 1月 29 日に、日本医師会館で開催された「平成 25 年度治験ネットワークフォーラム」（主催：公益社団
法人日本医師会治験促進センター）に参加し、徳島治験ネットワークの広報等を行いました。
　今年のフォーラムは治験ネットワークに関する講演および、ネットワーク担当者と治験依頼者の意見交換会、日本医師
会治験促進センターからの研究報告の3部構成となっていました。
　第 2 部の意見交換では、製薬企業や、ＣＲＯの方と徳島治験ネットワークの
活動についてお話しさせていただきました。毎年この会場で実施可能性調査の
打診をされる事も多く、今回もフォーラムの参加後には事務局宛調査依頼があ
るなど非常に有意義な機会を得ることができました。
　当ネットワークは、平成 19 年の第 1回フォーラムより毎回出席しブース出展
を行っています。今後も、こうした治験依頼者等と直接意見を交わすことがで
きる場に積極的に参加し、ネットワークの活性化を図っていきたいと思います。

平成 25年度治験ネットワークフォーラム参加報告

（左より 安倍先生、橋本先生、石田先生、高久先生）
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第９回先進医療推進セミナー
平成 26年 2月 12日（水）徳島大学病院日亜メディカルホール

開催・参加報告

平田先生

岸本先生

角先生

　平成 26 年 2 月に本院の安井夏生病院長を大会長として、平成 25 年度大学病院
情報マネジメント部門連絡会議が開催されました。香川大学医学部附属病院医療情
報部の横井英人教授とともに、「臨床研究・治験における ICT 活用の現状と今後」を
テーマとしたセッションの座長を担当しました。
　治験に加えて臨床研究、しかもより質の高い臨床研究の推進に ICT を活用すると
いう方向で、臨床研究中核病院として、岡山大学、九州大学、京都大学における取
組のご紹介を、また、公募演題の中で、長崎大学、高知大学からご発表を頂きました。
　お世話になった皆様には厚く御礼申し上げ、今後も情報交換をお願いしたいと存じ
ます。（臨床試験管理センター長　楊河宏章）

平成 25年度大学病院情報マネジメント部門連絡会議
平成 26年 2月 13日（木）ホテルクレメント徳島

　2009 年から開催しております研究倫理セミナーの名称を徳島研究倫理セミナーと
改め、今年も開催いたしました。今回は、「研究から得られる成果の還元と倫理」をテー
マとして、昭和大学研究推進室の田代志門先生、国立循環器病研究センター医学倫
理研究室の松井健志先生、東京大学大学院医学系研究科医療倫理学の高島響子先
生を講師としてお招きし、研究倫理から見た研究結果還元の流れ、ゲノム研究におけ
る個別の結果開示、画像研究における偶発的所見への対処について、それぞれご講
演いただきました。
　また、当センターが実施した治験終了後における情報提供のあり方についての調
査結果について、明石 CRC から紹介し、ゲノム、脳科学、治験の各分野における研
究結果の還元に関する総合討論を行うことができました。研究開始以降には様々な問
題が発生し、画一的対応は難しいということ、今後検討していく必要があるというこ
とが認識できました。（助教　片島るみ）

徳島研究倫理セミナー 2014
平成 26年 2月 27日（木）徳島大学病院日亜メディカルホール

　毎年定例となっております、先進医療推進セミナーを開催いたしました。
　今回は「臨床研究中核病院　その取り組みについて」を、テーマとして、岡山大
学病院　新医療研究開発センター平田泰三先生、九州大学 医学研究院 次世代医療
研究開発講座／九州大学病院　ARO 次世代医療センター（兼任）岸本淳司先生、
京都大学医学部附属病院臨床研究総合センター角栄里子先生の 3 名を講師に迎え、
各大学での取り組みを紹介していただきました。
　各施設それぞれ、工夫や強み特色を生かした取り組み、それまでの経緯なども併
せて紹介いただきました。質疑応答では参加者からの質問も活発に出され、大変有
意義なセミナーとなりました。
　
★講師の先生方は、翌日開催されました
　「平成 25年度大学病院情報マネジメント部門連絡会議」においても
ご講演いただきました。

左より 高島先生、松井先生、明石CRC、
田代先生
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☆次号予告
　2014 年 8月15日発行予定
　「教えて！シリーズ」スタート予定。臨床研究に関するエトセトラ、ＣＲＣの業務についてなど、知っているようで知らなかっ
た事を紹介します。また、レターに関する皆様からのご意見や、内容などのリクエストもお待ちしております。下記連絡
先まで。

☆ホームページご紹介
　ホームページにて今までのセンターレターも閲覧可能となっています。
　「臨床試験管理センターＴＯＰ→臨床試験管理センターについて→センターレター」から、ＰＤＦでご覧いただけます。
☆表紙のすだちくん紹介　すだちくんは徳島県のイメージキャラクターです。これからちょくちょく出没するかも！？
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編集担当
より

お知らせ

M.Yamagami
N.Urakawa
M.Yoshimaru
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■横谷　嘉代
4月よりCRCとして臨床試験管理センターに配属となりました。
以前は、看護師として手術室勤務と病棟勤務を経験しました。これまでの看護業務とは、全く違う業
務を早く覚えて、看護師の職歴を活かした円滑な CRC 業務の遂行ができるように頑張りたいと思い
ます。ご指導のほど、よろしくお願いいたします。

 
■松下　明子
2014 年 4月より臨床試験管理センターにCRCとして勤務させて頂くことになりました。
3月まで看護師として病棟勤務をしていました。
今までとは勤務体制・業務内容共に異なり不慣れな事ばかりではありますが、一日でも早く独り立
ちできるよう日々勉強の毎日です。これから、臨床試験管理センターの一員となり、看護師としての経験も生かしながら治験に携わっていき
たいと思っていますので、よろしくお願いします。

 
■唐住　貴子
平成 26年 4月より事務局員として臨床試験管理センターに配属となりました。
ネットワーク業務などを担当いたします。これまで経営企画課 経営企画係、医療支援課 安全管理部門等に勤務しておりました。
全く異なる業務に携わることとなり日々悪戦苦闘中です。ご迷惑をおかけすることもあるかと存じますが頑張ってまいりますので、よろしくお
願いいたします。

2010 年 10 月より3 年半、臨床試験管理センター
でCRCとして大変お世話になりました。
様々な疾患の治験に携わることができ、看護師とし
て貴重な経験となりました。この経験がこれからの
業務に活かしていけたらと思っております。
最後になりましたが、まだまだ未熟な私を支えてく
ださったセンターのスタッフや関係者の皆様に、こ
の場をお借りして感謝申し上げます。本当にありが
とうございました。

医学部講座と病院診療科の違いさえ分からないとい
う全く無知の状態で働き始め、気がつけば早 8 年。
本当にあっという間の年月でした。このセンターレ
ターも、主担当として 18 号から作成に携わり、丁
度 30 号を経たこの 48 号でお別れです。新部署で
は初心に返って業務に取り組み、一層の研鑽を積ん
で参りたいと思います。
様々な仕事に挑戦する機会を与えて下さった楊河セ
ンター長、いつも明るく前向きなスタッフの皆様、
関係部署の方々に深い感謝と御礼を申し上げます。

新メンバー紹介

異動のご挨拶

センターからのお知らせ

唐住　　　松下　　　横谷

鈴木　あかね天羽　亜美

新年度 4月 1日付けで人事の異動がありました。

臨床研究推進セミナー

第 5回 臨床研究・治験四国協議会
日時　平成 26年 8 月 23日（土）
会場　徳島大学大塚講堂　大ホール

日時　平成 26年 6 月 13日（金）17:30～ 19:00
会場　日亜メディカルホール（徳島大学病院西病棟 11F）
講師　小池 竜司 先生（東京医科歯科大学医学部附属病院
    感染制御部長／臨床試験管理センター長）

事前申込は、WEB、MAIL、TEL にて受け付けております。
また当日参加も可能です。
詳細は臨床試験管理センターホームページに掲載しておりますので、
ご覧ください。皆様のご参加お待ちしております。

申
　込

URL：http://plaza.umin.ac.jp/̃chiken/
MAIL：awachiken@tokushima-u.ac.jp　TEL　088-633-9294
主催：徳島大学病院　臨床試験管理センター

主催：徳島大学病院　臨床試験管理センター
香川大学医学部附属病院　治験管理センター
愛媛大学医学部附属病院　臨床薬理センター
高知大学医学部附属病院　次世代医療創造センター

本年度は徳島にて開催いたします。詳細は決定次第順次ホームページにて随時お知らせいたします。
※会の名称が「四国地区治験推進連絡協議会」から「臨床研究・治験四国協議会」に変更になりました。
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